
杭先端支持力係数α=450

国土交通大臣認定番号：TACP-0478（砂質地盤） 
国土交通大臣認定番号：TACP-0477（礫質地盤） 

New-STJ-Ⅱ工法 
高支持力中掘り拡大根固め工法 
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New-STJ-Ⅱ工法 

拡大球根径は、機械式拡大翼で1.35D（D：杭径）の拡大掘削を行い、拡大球根長は3.5D築造します。 
さらにセメントミルクの高圧ジェット噴射によって拡大球根と支持地盤とを一体化させ、強化することにより 

はじめに 
New-STJ-Ⅱ工法は、既製コンクリート杭の施工法であり、杭中空部にオーガを挿入して掘削、圧入
しながら支持層まで杭を沈設した後、先端ビットの機械式拡大翼による掘削とセメントミルクの高
圧ジェット噴射の相乗効果により拡大球根を築造し、杭先端と地盤を一体化させて大きな支持力を
発現させる低排土の高支持力杭工法です。 

1） 杭先端地盤の種類 砂質地盤、礫質地盤 
2） 杭　　　　　　径 φ700mm～φ1200mm 
 （※杭径700mmについては別途ご相談下さい。） 

3）  最　大　施　工　深　さ 砂質地盤80m、礫質地盤71m 
4） 適　　用　　杭 既製コンクリート杭、鋼管杭 
 但し、先端に用いる杭は杭先端部に特殊溝を設けた 
 既製コンクリート杭（SATパイル）とする。 

5 施工管理の向上 
適切に施工が行われていることを確認するため、施工管理装置を使用して管理します。 

1

2

また、個々のN値は100以下とする。 

また、個々のN値は100以下とする。 
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4．施工方法（例） 

New-STJ-Ⅱ工法 

1）全長先行掘削方式（逆転拡大ビット）の場合 

2）ID先行根入れ方式（正転拡大ビット）の場合 
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New-STJ-Ⅱ工法 
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New-STJ-Ⅱ工法 

7．オーガビット（New-STJ-Ⅱビット）の構造 

拡大翼と高圧ジェット噴射機能を併せ持つオーガビットで確実に拡大球根を築造します。 

（水平2方向噴出型逆転拡大ヘッド） （水平2方向噴出型正転拡大ヘッド） （水平4方向噴出型逆転拡大ヘッド） 
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P
ポンプ プラント 

New-STJ-Ⅱ工法の施工では、施工管理システム「アースナビ」「アースガイド」などを用いて施工管理
を行い、高品質の施工を実現します。 

New-STJ-Ⅱ工法 

1
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New-STJ-Ⅱ工法 

10．使用機械および設備（例） 

クローラ型三点支持式杭打ち機（DH508～DH658クラス） 

スパイラルオーガ（φ700用～φ1200用） 

高圧噴射ノズル付拡大ビット（φ700用～φ1200用） 

出力　55kW(120HP)～180 kW (240HP) 

グラウトミキサ（1槽以上、1.2m3以上）、 
グラウトポンプ（吐出圧20MPa以上、吐出量150L/min以上）、セメントサイロ 

沈下防止装置付中掘工法用キャップ（φ700用～φ1200用） 

コンプレッサ（吐出量3.5 m3/min以上） 

排土ホッパー（ワイヤ絞込みによる圧入方式） 

油圧ショベル、油圧バックホウ（0.4 m3～） 

クローラクレーン、ラフテレンクレーン（吊上能力50ｔ～） 

発電機（150kVA以上） 

水道水（φ25mm程度以上）、水槽（20m3以上） 

 

杭 打 ち 機 本 体  

ス パ イ ラルオーガ  

オ ー ガ ビ ッ ト  

オ ー ガ 駆 動 装 置  

グ ラ ウ トプラント  

キ ャ ッ プ  

コ ン プ レ ッ サ  

く い 沈 設補助装置  

排 土 設 備  

補 助 ク レ ー ン  

電 力 設 備  

給 水 設 備  
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本　　　社 〒105-0004 東京都港区新橋5丁目33番11号 TEL：（03）3433-4111（大代） 

技術研究所 〒360-0161 埼玉県熊谷市万吉3300番地 TEL：（048）536-5431（代） 

東 京 支 社  〒105-0004 東京都港区新橋5丁目33番11号（新橋NHビル） 　　TEL：（03）3433-4121（代） 

府 中 営 業 所  〒183-0011 府中市白糸台2丁目66番3号 　　TEL：（042）302-5553（代） 

横 浜 営 業 所  〒231-0011  横浜市中区太田町5丁目69番（山田ビル） 　　TEL：（045）226-1691（代） 

川 崎 営 業 所  〒213-0033 川崎市高津区下作延5丁目28番1号（スノーヴァ溝の口-R246内） 　　TEL：（044）814-2367（代） 

千 葉 営 業 所  〒264-0024 千葉市若葉区高品町1593番2号（カーサ・アン） 　　TEL：（043）235-5352（代） 

北関東営業所 〒360-0161 熊谷市万吉3300番地 　　TEL：（048）536-3710（代） 

東 北 営 業 所  〒980-0802 仙台市青葉区二日町3番10号（グラン・シャリオビル） 　　TEL：（022）713-8005（代） 

熊 谷 工 場  〒360-0161 熊谷市万吉3300番地 　　TEL：（048）536-0343（代） 

 

大 阪 支 社  〒550-0004 大阪市西区靭本町1丁目20番13号（なにわ筋ビル） 　　TEL：（06）6479-2020（代） 

岡 山 営 業 所  〒700-0901 岡山市北区本町10番22号（本町ビル） 　　TEL：（086）235-8891（代） 

広 島 営 業 所  〒730-0016 広島市中区幟町13番14号（新広島ビル） 　　TEL：（082）223-3401（代） 

高 松 営 業 所  〒760-0018 高松市天神前10番5号（高松セントラルスカイビルディング） 　　TEL：（087）835-9609（代） 

尼 崎 工 場  〒660-0086 尼崎市丸島町32番地 　　TEL：（06）6416-4201（代） 

 

名 古 屋 支 社  〒460-0007 名古屋市中区新栄2丁目19番6号（グランスクエア新栄） 　　TEL：（052）253-9061（代） 

三 重 営 業 所  〒510-8114 三重郡川越町亀崎新田58番地 　　TEL：（059）364-8880（代） 

岐 阜 営 業 所  〒501-0225 瑞穂市祖父江46番81号 　　TEL：（058）329-5025（代） 

金 沢 営 業 所  〒921-8011 金沢市入江1丁目472番地 　　TEL：（076）292-0045（代） 

三 重 工 場  〒510-8114 三重郡川越町亀崎新田58番地 　　TEL：（059）365-2126（代） 

 

福 岡 支 社  〒812-0034 福岡市博多区下呉服町2番29号（栗原工業ビル） 　　TEL：（092）283-5155（代） 

北九州営業所 〒808-0075 北九州市若松区赤岩町2番1号 　　TEL：（093）791-0026（代） 

熊 本 営 業 所  〒862-0913 熊本市東区尾ノ上2丁目11番18号 　　TEL：（096）213-2007（代） 

九 州 工 場  〒808-0075 北九州市若松区赤岩町2番1号 　　TEL：（093）791-0026（代） 

 

札 幌 支 社  〒060-0042 札幌市中央区大通西4丁目1番地（道銀ビル） 　　TEL：（011）231-8141（代） 

函 館 営 業 所  〒040-0036 函館市東雲町5番11号（寺井ビル） 　　TEL：（0138）24-0501（代） 

旭 川 営 業 所  〒071-8113 旭川市東鷹栖東3条2丁目1924番1（ナトリ株式会社 旭川支店事務所内） 　　TEL：（0166）58-5510（代） 

苫小牧営業所 〒059-1372 苫小牧市勇払132番地 　　TEL：（0144）56-1850（代） 

苫 小 牧 工 場  〒059-1372 苫小牧市勇払132番地 　　TEL：（0144）56-0226（代） 
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